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細菌性 眼内炎の治療の 目的で抗生剤 を限 内 へ 投与す る機会 が増加 し てき た ． 眼内 へ 投与す る抗生
剤と して ゲ ン タ マ イ シ ン くgenta micin ， G 叩 を選び ， 硝 子体濯流液中 G M が網膜 に 影響を与 えな い 許
容濃度 を網膜電図くele ctr o retinogr a m， E R GI お よ び高浸透圧応答を指標 と して 調 べ た ． 白色 ウサ ギ11
羽， 有色ウ サ ギ 3羽 お よ び イ ヌ く雑種イ ヌ1 2頭 を 剛 ユた ． 被験眼 に お い て G M を含有す る硝子体濯流
液を用 い て硝子 体切 除術くイ ヌ に お い て は水晶体 ． 硝子体切除御 を施行 し
， 他眼 を対照眼 と した ． ウ サ
ギで は術前お よび 術後 1， 7 ， 14日 く2羽 に お い て 術 後28日 ま でン に E R Ga 波 ， b 波， 律動様小波
くo scillato ry potential， O PJ， イ ヌ で は術前お よ び術後 7， 21， 42， 63日 く1頭に お い て術後32 7別 に
E R Ga 波 ， b波 ， O P， 緩徐陰性波くslo w n egativ epote ntial， S N Pl， 明 上 昇およ び高浸透圧応答 を記
録 した ． 硝子 体濯流液中 G M 濃度 23JL gノmlく50FE M H 有色ウサ ギ 1 羽 と白色 ウサ ギ 2 郵 ， 46JJ glml
く100p MH有色 ウ サ ギ 2羽 ， 白色 ウサ ギ 5 羽 と イヌ 2 軌 はウ サ ギ E RG お よびイヌ E R G およ び高浸透
圧応答に 影 響 を与 えな か っ た t 硝子 体濯流液中 G M濃度 185JL glmlく400JL Ml 伯色ウ サ ギ4 珊 は ウサ
ギ E R Ga 波 ， b 波 ， O P を術後14日 ま で に 減弱 また は 消失さ せ た ． 本編 の実験結果よ り硝子体潜流液中
G M 濃度 46月 gノmlく100直叫 は神経網膜の み な ら ず網膜色素上皮層に も影響 を与え な い こ とが 判明 し
た ． 当教室の 大野 木の ウサ ギ 摘出眼杯濯流実験 に よれ ば硝子体清流液中 G M 濃度 46月 g血1 い川声 叩
はウ サ ギ E R Gに 影響 をお よ ぼ す が
，
23jL gノmlく50JL Mlは ウサ ギ E R G を変化さ せ な い ． したが っ て 硝
子 体濯流液中 G M濃度 23JL gJmlく50JL Mlは 急性 お よ び慢性 の 両相 に お い て 神経網膜お よ び網膜色素上
皮層に 影響を与 えず， 細菌性眼内炎の 治療 の目的で硝子体手術 を行 う場合 に G M 濃度 23p gJmlく50
直叫 は硝子体濯流掛 こ添加可能 な濃度 で あ る ．
Eey w o rds genta micin， endophthalmitis， Vitre cto my， electr o retin ogra m
細菌性眼内炎 は穿孔性限外傷 や限 内手術後 な ど に 発
症し得る重 篤な合併症で ある ． ま た まれ に 身体の 他の
部位の感染巣 よ り病原体 が 眼 へ 転移 し ， 眼内炎が 発症
する こ ともあ るり ． 細菌性眼内炎 が 一 旦 発 症 す る と
，
眼の機能が荒廃 し失明に 至 る危険性が極 めて 高く ， 抗
生剤が発達した 現在 で も な お細菌性眼内炎は難治の 疾
A bbre viatio ns二 E R G， electr o retinogra 町
患 で あ る ． 細 菌性眼 内炎が難治で ある 主 な理 由 は血液
と眼 内組織 と の 問に 血 液眼 柵2－3，と い わ れ る バ リ ア ー が
存在 し， 血 液 中の 抗生剤が 限 内へ 移行す るの を阻 害す
る こ と に あ る ． この バ リ ア ー を 回避 し限 内の 抗生剤濃
度 を高め る目的で 抗生剤 を眼 内 相肖子 体内j へ 直接投
与す る 方法が 注目 を集め て い る ． 抗生剤 の 眼 内投与で
G M， ge nta micin三 H R P， hors eradish
pero xida seニ M IC， minim u m inhibitory c onc e ntr atio nニ O P， O S Cillatory pote ntialニ R P E，
retin albigm ent epitheliu 町 S N P， Slo w n egativ epotentialニ筋注 ， 筋肉内注射 こ光顕 ， 光学顕
微鏡二静注 ， 静脈内注射
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最 も危惧さ れ る こ と は眼 内 に 投与 され た抗生剤が 眼 組
織く網膜 ， 水晶体 ， 角膜 な ど1 に 毒性 を発揮す る可能性
が あ る と い う こ と で あ る ． し た が っ て 細 菌性眼 内炎の
治療に 十分で か つ 眼組織 に 影響 を与 え な い 抗生剤硝子
体内濃度 の 決定が急務 の 課題 と な る ■
ゲ ン タ マ イ シ ン くge nta micin ， G Mlは 広 い 抗 菌ス ペ
ク トル を持つ ア ミ ノ グ リ コ シ ド系の 抗生剤
現 で あ り ．
種々 の 眼 感染症 に 対 して も 治療実績 を有 し ， 細菌性眼
内炎 に お い て 選択可能 な抗生剤 の 1 つ と考 え られ る ■
本編 で は G M の 硝子 体内投与許容濃度 を決定す る こ
と を目的と して ， 硝 子体内 に 投与 さ れ た GM が 網膜
に お よ ぼ す 影響 を網 膜電 図 くele ctro retinogr a m，
E RGl お よ び 高浸透圧応答 を指標 に し て検討 した －
硝子体 内に 抗生 剤 を投与 す る 方法に は ， 角膜 輪郭よ
り細い 注射針 を硝子体中 へ 刺入 し抗生剤 を注入 す る硝
子 体内注入法 と硝子体切除術の際に 硝子 体濯流液中に
抗生剤 を溶解 し硝子体腔内 へ 投与す る方法が あ る 了 細
菌性限内炎の 治療 の 際 に し ばし ば硝子 体切除術が施行
さ れ るの で ， 著者は硝子 体濯流液中 に G M を 溶解 し
硝 子体切除術 を施行し て G M を硝子 体内 へ 投与 す る
方法を用 い た ．
実験動物 と して ウ サ ギお よ び イ ヌ を 剛 1た ． ウ サ ギ
を用tlた理 由は 取 り 扱 い が 容易で ， 簡便 に E R Ga
軋 b波 ， 律動様小波くO S Cillato ry potential， O Plを
記録す る こ と が で きる か らで あ る ． まず ウサ ギ に お い
て これ らの E R G各波 に 影響 を与 え な い G Mの 濃度 を
求め ， 次 に 第王編
5，お よ び工I編6－で 報告し たイ ヌ E R G
の 特徴 と硝子 体切除術後 の E良G の 変化 をも と に ， 求
め た G Mの 濃度 がイ ヌ E R G お よ び高浸透圧応答 に 影
響 を与え る か 否 か を長期に わ た り調 べ た ． G M はメ ラ
ニ ン と の 親和性 を有 す る
7， の で ， 眼 内 に 投 与 さ れ た
G M がメ ラ ニ ン顆 粒 を 含 む 網膜色素上皮層くretin al
pigm e nt epitheliu m ． R P El 内に 長 く停留 す る可能性
が あ る ． した が っ て イ ヌ に お い て明上 昇 や 当教室で見
出し た高浸透圧応答 糾 いを指標と して と く に R P Eの 機
能を検討 した ．
材料 お よ び方 法
体重2 へ 3 kg の 白色ウ サ ギ11羽 ， 有色 ウ サ ギ 3 羽
お よ び 体重 7 お よ び 8kg の 雑種イ ヌ 2頭 を用 い た ．
当教室の 大野 木121の ウサ ギ摘出眼杯濯流実験 に 基 づ
き ， 硝子 体湾流液中 の G M 濃度 と し て 23メ gノml
く50ノノ 叩 ， 4 6メ gノmlく100ノノ 岬 お よ び 1 85メ gノml
く40叫 Ml を選 び ． 実験に 使用 し た ウ サ ギ を硝 子 体濯
流液中 G M 濃度に よ り 23JL glmlく50JL M H 有色ウサ
ギ1羽 ， 白色 ウサ ギ 2 脚 ， 46〆 gノmlく100〆M H有色
ウ サ ギ 2 羽， 白 色 ウ サ ギ 5 羽I お よ び 185ノ上 gノml
く40叫 岬 伯 色 ウサ ギ 4 卿 の 3群 に 分け た ． E R Gに
影響 をお よ ぽ さ な い 硝子 体濯流液中の G M 濃度をウ
サ ギ に お い て 決定 した 後 ， さ ら に そ の GM 濃度がイ
ヌ E R G お よ び高浸透圧応答 を変化さ せ な い か を2頭
の イ ヌ に お い て 検討 した ．
ウ サ ギ に お け る硝子 体切除術の 方法 を述べ る ． 手術
方法 は A br a m sら1 3，の Pra Ctic e vitre ctomy に 従っ
た ． す な わ ち硝 子体切 除術施行の 1 週間以 上 前に上耳
側 の 角膜輪部 よ り 6 m m 後極 の網膜 に 網膜冷凍凝固装
置くFrigitr o nics， Shelto n， Co n n． ， 米 割 に よ り経結





硝子 体切除術 に 際 し ， 0．5％ ト ロ ピカ ミ ドと0．5％塩酸
フ ェ ニ レ フ リ ン くミ ド リ ン P 昆， 参天 製 軋 大阪1 によ
り散瞳 し た ． 麻酔 に は 1％塩酸リ ド カ イ ン くキ シ ロ カ
イ ン
R
， 藤沢薬品 ， 大阪12ml の 球後注射 ， 塩 酸ケタ ミ
ン け タ ラ ー ル R ， 三 共 ， 東 剰 30m gノkg の 筋肉内注射
く筋注1 お よ び ベ ン ト パ ル ビ タ ー ル ナ ト リ ウ ム くネン ブ
タ ー ル R ， A bbot t， No rth C hic ago ， Ill． ， 米 剛
2 0m gノkg の 静脈内注射く静子引 を用 い た ． ウサ ギを側
臥 位と な る よ う に 固定装置く著者考案1に 固定し ， 次い
で 眼球が 上 方 へ 向く よ う に 頭部 を固定 し た ． 開瞼器
く著者考動 を装着 し ， 上下直筋 に 制御糸を かけ た． 上
耳側 の 結膜 を角膜輪郭 よ り 4 m m の 部位で 切開し ． 結
膜 を後極 へ 向か っ て強膜 か ら剥離 した ． 前述の 網膜冷
凍凝固を施 した 角膜輪部 よ り 6 m m の 部位の 強膜に8
－0絹糸の 前置縫合 を置 き ． こ の 部位 に 硝 子 体腔に ま
で 達す る 小切 開 を加 えた ． こ の小 切開 よ り硝子体切除
器具 くVitr ophage勒 ， C ilc o， Hu ntingto n， W ■ Va ． ．
米巨郡 を硝子 体中 へ 挿入 し ， 可能 な か ぎり硝 子 体を切
除 し た ． 眼 底観察の ため に 角膜上 に 硝 子 体手術用 コ ン
タ ク ト レ ン ズ く京都 コ ン タク ト レ ン ズ ， 京 掛 を置き．
照 明 に は 手術用 頭微鏡くOM S－80 G T， ト プ コ ン ． 東
和 の 同軸照 明 の み を 用 い た ． 右 眼 を 被験限 と して
G M を含 む硝子 体清流液 け ベ ガ ー ド M A
王i
， 千寿製
薬， 大阪1 に よ り 湾流 し ， 左限 を 対照 眼 と し て オペ
ガ ー ド M A
R
の み で 濯流 した ． 硝子 体切 除時 間を約20





C一 に 保 た れ た ■ 硝子 体切 除後に 上記の前置
縫合 を絞染 し ， 強膜小 切開創 を閉鎖 した ． 眼圧調整の
た め濯流液 を再注入 す る場合も あ っ た ． 結膜切開創を
8－ 0絹糸で 連続縫合 し手術を終了 し た ．
イ ヌ に お け る硝 子体切除術 の 方法 は第I工編
6Iで 用 い
た 方法と 次の 2 点以 外で は 同様 で あ る 一 異 な る点は本
編 に お い て は 左 右両眼 と も 水晶体 ． 硝 子体切 除術を施
行 した こ と と被験眼 で あ る 右限 の 手術時に 用 い た硝子
網膜電位に お よ ぼ す眼内 ゲ ン タ マ イ シ ン の 影 響
体液流液中 に G M を溶解 した こ と で あ る ．
ウサ ギに お け る E RG の 記録方法 を述 べ る ． ミ ド リ
ンP．亘七 よ り散瞳 し た ． ケタ ラ ー ル 恩20句 25m gノkg 筋
注ま た は ウ レ タ ン 初 回 投与 量 400m gノkg， 維 持 量
200mgノkg 静注に よ り ウ サ ギを麻酔 し ， 固定装置く著
者考案いこ腹臥位 に 固定 した ■ 電極 と して コ ン タ ク ト
レ ンズ重電極く京都 コ ン タク ト レ ン ズI ま た は 銀塩化
銀電極くN T－613 U， 日本光電 ， 東京1を 用 い た ． コ ン タ
クト レ ン ズ型電極 は金線よ り で き た関電極 くコ ン タ ク
トレ ン ズ内で中央付近 に 埋 め込 みナ と 不 関電極くコ ン
タク ト レ ン ズ内 で 周 辺 付近 に 埋 め込 みI に よ り 構成 さ
れてお り， 甲限角膜上 に 装着され た ． 銀塩化銀電極は
先端に黒綿 を詰め 生理食塩水 を満た した 注射簡の中に
浸して用 い られ ， 黒 綿 の 先端 を関電極 で は両眼角膜輪
部に ， 不関電極 で は頭頂部皮膚 に 接触さ せ た ． い ずれ
の電極 を用 い た場合 で も 口 腔内 に 接地電極く上 記と 同
種の銀塩化銀電極I が置 か れ た ． 光 刺激装置 は第 I
編5－およ び第Il編81で用 い た装置と 同 一 で ある ． Y字型


































き ． 両眼 を同時 に 刺激 し た ． 刺 激光と し て 強度 5．0
1u x二転よ び 500 1u x， 持続時間500ミ リ秒の 矩形波光 を
周 い ， 刺激間隔 3秒 で 計10 回刺激し た ． 得ら れ た電位
変化 を交流増幅器 仏B－622 M， 日本光琶酌 ま た は 直流
増幅器く0へ 200 H幻くR D U．5， 日 本光電いこ よ り 増幅
し ， 磁気 テ ー プ レ コ ー ダ ー く0 へ 2000 HzI くN F R づ515，
ソ ニ ー ， 東 割 に 記録 し た ． 後 日 こ の 磁 気テ ー プ を 再
生 し誘発応答加算装置 仏 T A C 350， 日本光電1に よ り
加算平均 した後 に ， X －Y プロ ッ タ ー くW X4401， 渡 辺
測軋 東新 に よ り摘記 した ． E RG を原則 と して 硝子
体切 除術前お よ び術後 1 ， 7 ， 14日 に 記録 した ． 2羽
に お い て は術後21， 28日に も E R Gを記録し た ． 術後
白内障や網膜剥離な どの 異常が発見さ れ た ウサ ギ は対
象か ら 除外 され た ．
イ ヌ に お け る E R Gと 高浸透圧応答の 記録方法は第
工I編句 と同様 で あ る ． E R G と高浸透圧応答 を水晶体 ．
硝子体切除術前 お よ び術後7 ， 21， 42， 63 日く1頭 に お
い て は術後327 日に も記録 し たI に 記録 し た．
硝 子 体 濯流液 に 溶解 し た G M に は ア メ リ カ ■
Co ntrol
50m s e c
Fig－ 1． Effe cts of 46JJ gノmlく100jL MIG M in a nir rigatio n s olutio n o nthe a－ W a V e
a nd b－ W a V ein apigm e nted r abbit－ T he pupilw a sdilated－ Stim ulu sinte n sity
W a S5－OxlO
2
1u x at the c o r n e a－ Stim ulus frequ e n cy a nd du r atio n w er eO．33 Hz
a nd 500ms e c， r eSpe Ctiv ely． Ea ch tr ace show s the a v e r aged w a v efo r m of lO
r e spo n s es－ The left a nd right c olu m n s sho w E RG re spo n s esfr o mthe tested
eye a nd the c o ntr ol fello w eye， re Spe Ctiv ely． Upw a rd deflectio n slgnifie sthe
po sitivity ofthe Ag－AgClele ctr ode at the c o rn e al limbu sin r efer e n c eto the
Ag－ AgClele ctr ode o nthe skin of the v erte x． A r e cta ngula r wavefo r m at the
botto m in dic ate sthe o n s ettupw ard deflectio nJofthe stim ulu slight． Nu merals
left to E R Gw a v efo r m sden ote tim e after s u rge ry くdaysl． Am plifier tim e
C O n Stant Wa S2 se c．
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シ ェ ー リ ン グ社製 の試験研究用硫酸 ゲ ン タ マ イ シ ン 原
末 567声 gく力価V mgく含水物 を用 い た ． 分 子 量449．
463お よ び477の 3種類 の G M が存在 す る が ， 各 々 が
等量 づ つ 含有さ れ て い る と は限 ら な い の で ， 本報 で は
G M の 濃度 を JL gく力価Iノml で 表示 し， ま た G M の
分子 量 を463と して 計算 した と き の G M 濃度 を 声 M
で併記し た ．
雑種イ ヌ 1頭 に お い て水晶体 ． 硝 子体切除術後63日
に G M 清流限を摘出し ， 網膜 を組織学的 に検討 した ．
標本の 作成方法 は第11編
別 に 記載 さ れ たが ， そ の 概 要
は摘出 した 眼球 を 1 ％ グル タ ー ル ア ル デ ヒ ド ． 2 ．5％
ホ ル マ リ ン混 合液く0． 15 M リン 酸緩衝液， pH 7．21 中
で 固定 ， エ タ ノ ー ル 系列 に よ り脱水 ， 96％ キ シ レ ン に
よ り浸透 ， パ ラ フ ィ ン に よ り包埋 ， ミ ク ロ ト ー ム に よ
り光学顕微鏡く光顕ナ用切片 を作成， へ マ ト キ シ リ ン ．
エ オ ジ ン 重染色 し， 光顕 に よ り観察 した ．
成 績
硝 子 体濯流液中 G M 濃度 23JL glmlt5 0FL Ml と
46ノ上gノmlく100ノ上 Mlを 用 い た と き の 成績 は 同様 で あ っ
たの で ， E R G波形は 4 6FL glmlく100JL Mlに お ける も
の を示 す ． ま た E R Gお よ び 高浸透圧応答の 頂点潜時
ま た は 振幅 の術前 ． 術後 の 変化 を く被験限 に お け る
値ノ対照 眼 に お ける値1xlO Oく％I で グラ フ に 示 す －
工
．




























ウ サ ギ 2 羽1 お よ ぴ GM 46ノノ gノmlく100声叩
く有色 ウサ ギ2 羽 と 白色 ウ サ ギ 5羽I
図1 お よ び 図2 に G M 46JL glmlく100JL MJ を含有
す る オ ペ ガ ー ド M A
鼠 に よ り硝子 体切除濯流 した有色
ウサ ギの 1 羽 に お ける E R Gの 術 前 ． 術後 の 波形を示
す ． 図 2 は図 1 の起始部 を速い 掃引速度 で 再生した波
形で あ り O P を強調 して あ る ． a 波 ， b披 く5．OxlO2
1u幻 ， O P の振幅お よ び 頂点潜時 に は術前 ． 術後を通
し て被験隈 と対照 眼 の 間で差 はみ られ な か っ た ．
図 3 へ 図5 の A ， B に G M 23JL gJImlく有色ウサ ギ1
羽 と白色 ウ サ ギ 2 羽1 また は 46ノノgノmlく有色ウサ ギ2
羽 と 白色 ウ サ ギ 5 羽1 で港流 し た ウ サ ギ の a 波 ， b披
く5．0お よ び5．OXlO
2luxIお よ び O Pの 振幅 と頂点滑時
の術前 ． 術後 の 変化を く被験 眼 に お け る 値ノ対照眼に
お け る 値1xlOOく％1 で示 す ．
図 3 A， Bで 示 す よ う に a 波の振幅と頂点潜時には
術前 ． 術後 を通 し て被験限 と 対照眼の 間で ほ とんど差
はな か っ た ．
図 4 A， B に 示 す よう に b 波の 振幅お よび頂点薄暗
の く被験眼 に お け る値ノ対照眼 に お け る値1xlOOく％1は
術後 1 へ 7 日 の 間で は術前値 よ り変動 し たが術後14日
で は ほ ぼ術前の 値 に 戻 っ た ．
図5 A， B に 示 す よう に O P の振幅 と頂点潜時には
術前 ． 術後 を 通 して被験眼 と対照 眼 の 間で ほと んど差
は な か っ た ． ま た GM 46FL glml に よ り濯流 した有色
Control
30 m se c
Fig． 2． Effe cts of 46p gノmlく10 0JL MIG M in a nirTigatio n s olution o nthe O P in
the s a m erabbit a sin Fig． 1． A m plifiertim e c o n stant w a s3 m s e c． Fo r othe r
re c ording pa r a m et rs se ethe lege nd fo rFig－ 1．
網膜電位 に お よ ぼ す 眼 内ゲ ン タ マ イ シ ン の 影響
A 8
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Fig． 3． C ha nge s of the pe ak tim e a nd a mplitude ofthe a
． w a v eby vitr e cto my
u sing a nirrigatio n s olutio n c o ntaining G M in albin o a nd pigm e nted rabbits． ln
gr aphs A， B a nd Cthe c o n c e ntr atio n s of G M in irrigatio n solutio n s w e re23
JL gノmlく50JL MJ くo n epigm e nted and tw o albino rab bitsl， 46JL glmlく100JL MI
くtw o pigm e nted and five albin o r abbitsl and 185JL gJ
，
mlく400JL Ml tfo ur albino
r ab bitsナ， re Spe Ctiv ely． Ratio s ofthe pe ak tim e s a nd a mplitude sin the te sted
eye to tho s ein the c ontrol fello w eye，くtested eyeノc o ntr ol fe1lo w eyelxlOOく％I，
a r eplotted again st tim eくdaysl befo re a nd afte r s u rgery in this figu r e a nd
Figs． 4， 5， 13． T he symboIs of 宙 in gr aph A a nd O ， V in gr aph B indic ate
pigm e nted r ab bits， a nd other sindic ate albin o r ab bits in this figu r e a nd Fig． 4，
5．
8
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Fig． 4． Cha nge s of the pe ak tim e a nd a mplitude of the b－ W a V eby vitr e cto my
u sing a n irrigatio n s olutio n c o ntaining G M in albin o a nd pigm e nted rabbits．
Other c o ndit o n s a rethe s a m e a sin Fig ． 3． Stim ulu sinte n sity w a s5．0 1u xin
the open symboIs， a nd 5．OXlO
2
1u xin the filled symboIs．
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ウサ ギの 1羽に お い て術前よ り Ol と 02の 分離が 不明
確で あ っ た た め ， こ の ウ サ ギの O P は評価の 対象 と は
し なか っ た く図 3 B お よ び図 4 Bに お け る0 とヰ1．
H ． G M 185声 gノmlく400ノJ 町H 白色 ウサ ギ4羽I
図 6お よ び 図 7 に 白色 ウサ ギ の 1羽 に お け る術前 ．
術後 の E R G波形 を 示す ． 術後 1 日 で はa 波 ， b 波，
O P の振幅お よび頂点薄暗 に は被験眼 と対照眼 の 間 で
差 は み られ なか っ た く図 6 お よ び図 り ． 被験眼 で は術
後 7 日 よ り b波振幅の減少 ， 頂点薄暗 の 延長 お よ び a
波振幅 の減少 ， 頂点潜時の 軽度延長 が観察 さ れ ， 術後
14 日で は a 波お よ びb 波 は ほ ぼ消失 した が ， 対 照眼 に
お け る a 波 お よ び b波 に は術前 ■ 術後 を通 して 著明な
変化 は み ら れ なか っ た く図 6I． 被験眼 に お け る O P は
術後 7 日 で す でに 消失 し ， 術後14日 で も 回復傾向は み
ら れ な か っ た く図り ．
図 3C ， 図4 C ， 図5 Cに G M 185JJ glmlで 濯流 し
た ウ サ ギ 伯色 ウ サ ギ4羽ン の a 波 ， b 披 く5．0お よ び
5．OXlO21u xI， O P の振幅 お よ び頂点潜時の術前 ． 術
後の 変化 を く被験限 に お け る値ノ対照眼 に お け る値1X
lOOく％I で 示 す ． a 波振幅 は 2例 に お い て術 前 ． 術 後
を通 して不変であっ た が く図 3 C， 下段 ， 0 お よ び 朝 ，
他の 2例 で は a 波は減弱 ま た は 消失 した く図 3 C， 下





























除き a 波の 頂点潜時 は 1 羽 に お い て 術後 3日 で 軽度短
軌 術後 7 日で 軽度延長 した がく図 3 C， 上 段 バ丑 他
の 2羽 に お い て は a 波の 頂点潜時 に は ほ とん ど被験眼
と対照眼の 間で差 は な か っ た ． く図 3 C， 上 段 ， 0 およ
び 桝 ． b 波 は 1羽 を 除 き く図 4 C， 下段 ， 0およぴ
中1 刺激光強度5．0 お よび5．OXlO21u E と も術後 に対照
眼 と比 べ 被験眼 で は減弱 ま た は消失 し た ． b 波が消失
し た 1羽く図4 C ， A お よ び Alを除 き他 の 3羽 におい
て は b波頂点港晴 に は被験眼 と 対照眼 の間 で差はな
か っ た く図 4 C， 上段1－ OP は 1羽 を 除きく図5C
， 下
段 ， 0 お よ び■ン01 ， 02 と も術 後減弱 また は消失した
く図 5 C， 下段卜 観察可能 で あ っ た O Pの 頂点潜時に
は 01， 02 と も術 前 ■ 術後 を通 し て被験 眼 と対照眼の
間で差 は み ら れ な か っ た く図5 C， 上段1．
H L 硝 子 体漂流液中 G M 46ノノ gノmlく100来町 がイ
ヌ E R Gお よ び高浸透圧応答 に およ ぼ す影響
使 用 した 2頭 の イ ヌ の E RG お よ び高浸透圧応答の
術後変化 は ほ ぼ 同様 の 傾 向 を 示 し た の で
，
1頭の
E R G お よ び高浸透圧応答の 波形 を図 8 へ 図12に 示す．
術 後 7 日で は被験眼お よ び 対照 眼と も に b 波振幅の減
少 く図 8ナ， 綬 徐 陰性 披くSlo w n egativ e potential，
S N PH 第工編引 参照1 振幅の 減少く図81， O P頂点滞時
の延長く図101， 明上昇頂点潜時の延長く図1い が みられ
C
P朗 k t如帽 OIOl a nd q く23〆g 仙I P伽ktlm e oI O， a nd O2く46〆gノmり Pe 8kt靂m e oIO， 帥 d O2く1 85ルgノ叫
盟 転 自 適
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Fig． 5． Change s ofthe pe ak tim e a nd a mplitude ofthe O Pく01， Oaby vitr e cto my
u sing an irrigatio n s olutio n c o ntaining G M in albin o a nd pigm ented r ab bits．
Other conditio n s a rethe s a m e a sin Fig． 3． Ope n a nd filled symboIs pertain to
Ol a nd O2， r e Spe Ctiv ely． T he symboIs of O a nd ■ ， Which w er em arked in
Fig． 3 Ba nd 4 B， W e re n Ot m a rked ingr aph Bofthis figure since Ol a nd O2 0f
this plg汀1 e nted r ab bit w e r e obs cu r ebefo re and afte r su rgery．
網膜電位 に お よ ぽ す 眼 内ゲ ン タ マ イ シ ン の 影 響
たが， そ の 程度に は被験 眼 と対照眼 の 間 で 差は な か っ
た ． これ ら の 振幅減少 お よ び頂点潜時の 延長は そ の 後
徐々 に 回復 し術後42
旬 63 日 まで に ほぼ 術前の 状態に ま
で回復し ， 回復の 過程 に 被験眼 と対照 眼 の 間 で 差は な
か っ た ． a 波の 頂点潜時， 振幅く図 91お よ び 高浸透圧
応答の振幅く囲1 2ナ に は 被験 眼 お よ び 対照眼 と も 術
前 ． 術後を通し て ほ と ん ど変化 は見 られ な か っ た － ま
た術後327 日 を経 て も被験眼 と 対照 眼 の 間 で E R G お
よ び高浸透圧応答 に は 羞 は み ら れ な か っ た く図 8 へ
日程E二
図13に G M 46JL gJ，ml で 漂流 し たイ ヌ 2頭の E R G
各成分くa 波， b波 ， O P， S N P， 明上 昇l お よ び 高浸
Betore
























透圧 応答の 振幅お よ び頂点潜時の 術前 一 術後の 変化 を
く被験 眼 に お け る値ノ対照眼 に お け る値1xlOOく％Iで 示
す ． E R G各成分 お よ び 高浸透圧応答 の 振幅 お よ び 頂
点潜時に は術前 ． 術 後を通 し て被験眼と対照眼 の 間 で
差は ほ と ん どみ ら れ なか っ た く図131．
G M 46jL glmlく100JL MJを含む 凍流液 を用 い て 水晶
体 ． 硝 子体切除術施行後63 日に摘 出され た眼 球の 網膜
の 光顕標本 を図14に 示す ． 網膜光顕標本 に は と く に 異
常な所見は観察 さ れ なか っ た ．
考 察
血液 眼柵
2潮 は血液中の有害物質の 眼 内 へ の 侵入 を防
Contr ol
00ノJV
50 m s ec
Fig． 6． Effects of 185JL gl ml く400JL MI G M in a nirrigatio n s olutio n o nthe
a， W a V e a nd b－W a V ein a n albino rabbit． A goldring c o nta ctle n s el ctrode w a s
pla c ed o nthe c o r n e a． Am plifier tim e c o n sta nt w a s2 s e c． Fo r othe r r e c o rding
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Fig－ 7． Effects of 185JL glmlく400JL MI G M in a nirrigatio n s olutio n o nthe O P in
the s a m e r ab bit a sin Fig． 6． A goldring c o nta ctlen s el ctr ode w a spla c ed o n
the c orne a． Am plifier tim e c o n sta nt w a s3 m se c． Fo r other r e c o rding
pa r a meters s e ethelege nd fo rFig ． 1．
400
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Fig． 8． E ffe cts of len se cto my －Vitre cto my u sing an ir rigatio n s olutio n c o ntaining 46jL glmlく100FL MI
G M o nthe b－ W a V e and the SN P in a mix ed br e ed dog． T he pupilw a sdilated． A bla ck c o nta ct
le n s with a n a rtifitial pupilく6 m m in dia m ete rJ w a spla c ed o n the c o rn e a． A single r ecta ngular
stim ulu slight w as us ed． Stim ulu sinten sity ra nged fr o ml．Oxl O，3 to l．OxlO2 1ux at the c orn e a－
Respo nses in A a nd Bsho w m ainly the b
T W a V ein the te sted eye a nd in the c ontr ol fello w eye，
re spe ctively， Re spo n s e sin C a nd D sho w m ainly the S N P in the te sted eye and in the c o nt
rol
fello w eye， r e Spe Ctiv ely． Nu m e r als abo v eE R Gw a v efo r m sde n ote the stim ulu sinte n sity． Nu mer als
left to E R Gw a v efo r m sde n ote tim eくdaysンafter su rgery． Upw a rd defle ctio n signifie sthe po sitivity
ofthe ele ctr ode at the c o rn e al limbu sin r efe re n c eto the ele ctr ode on the sk in 2．0へ 2．5 c m a nterior
to the inio n． A re cta ngula r w a v efo r m at the bottom indic ate sthe o n setくupw a rd defle ctionl a nd
te r min atio nくdo w n w a rd defle ctio nl ofthe stim ulu slight． D Ca mplific atio n．
網膜電位 に お よ ぽ す 限内ゲ ン タ マ イ シ ン の 影響
ぐバ リア
ー の 役目 を果 た して い る ． 逆 に こ の バ リ ア ー
が治療の 目的で体内く血液判 に 投与 さ れ た 薬剤 の 眼
内へ の 移行 を妨げ る こ と に よ り ， 眼 内に お い て薬剤 の
有効な治療濃度 が得 られ ない 可能性 が 生 ずる ． ペ ニ シ
リ ンが大量生産 され 入 手可能と な っ た1 940年代中頃 に
v o ns al 1m an ら
14や Le opold
151に よ り実験的細菌性眼
内炎の 症例に お い て ペ ニ シ リ ン の 硝子 体内注入 が 試み
られそ の治療 に 成功 した ． しか し So r sby ら16， はペ ニ
シリ ン の結膜下注射に よ り硝子 体中に お い て十分 な べ
ニ シリ ン の 治療濃度が得ら れ る と報告 し た ． その 後抗
生剤の 硝子体内 へ の 投与は 臨床上広 く受 け入 れ られ な
かっ たが ， 1970年代 に 入 り Peym a nら
171が G M の 硝
子体内注入 を報告 して 以 来， 次 々 に 新 し い 抗生剤の 硝
子体内 へ の 投与が報告さ れ た ． 1970年代 に な っ て 急速
に抗生剤の 硝子 体内 へ の 投与が 研究さ れ 臨床応用 さ れ
るに 到っ た背景と し て ， 1971年に M a che m e rら1 削が 経




















体切断耐 を開発 し て硝子 体 に 手術操作 を加 え ら れ る
よ う に な っ た こ とが 挙げ られ よ う ． その 後の 硝子 体切
除器具 の 発達と普及 に伴 い ， 細菌性限内炎に 対 し硝子
体切除術と硝子体内 へ の 抗生剤投与の 併用が 奏功 し良
好 な成績 を得た と い う報告が多く み られ る よ う に な っ
た
1 9ト27ト 細菌性眼内炎 に お い て 硝子 体切除術 を施 行す
る意義は 以 下の 通り で あ る ． 第 一 に 硝子 体切除術 に よ
り得 られ る硝 子 体標本の 細菌学的検索に よ る起炎薗の
同定お よ び薬剤感受性試験 に よ る最適な抗生剤の 選 択
が 可能と な る ． 第二 に 硝子体切除術 に よ り病原体お よ
び それ ら の 産生 す る毒素 を眼 内よ り除去でき る ． 抗生
剤の み の 投与 の 場合 で は ， 病原体 は死滅 して も 毒素は
残 り ， こ れ が眼 内組織 を障害 し視機能を喪失さ せ る 可
能性が あ る ■ 第 三 に 抗生剤の 投与 に よ り突然の細菌の
溶解が起 こ り ， 大量 の エ ン ド トキ シ ン が放出さ れ ， こ
の エ ン ド ト キ シ ン が 網膜を障害 する 可能性が あ る28l．
しか し硝子 体切除術 を併用 す る こ と に よ り エ ン ド トキ
Co ntr oHelLo w eye
Fig． 9－ Effects of le ns e cto my． vitr e cto my u slng a nirrlgatio n solutio n c o ntaim ng
46JL glmlく100JL MI GM on the E R Ge v oked by a single brief fla sh in a mix ed
breed dog． A single fla sh of 40J w a s u s ed． An a rr o windic ate sthe tim e whe n
theflash w a sgiv e n－ A m plifiertim e c o n sta nt w a s2 s e c． For other rec o rding
pa r a mete rs s e ethelege nd fo rFig ． 8．
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シ ン は 限外 へ 排除さ れ ， エ ン ド ト キ シ ン に よ る 網膜障
害 を回避 で き る ． 第四 に 眼 内炎治療後に 硝 子 体腔内の
清明度が保 た れ る ．
抗生剤の 硝子 体内投与に よ り 細菌性眼内炎の 治療成
績が向上 した 一 方で ， 投与さ れ た 抗生剤に よ る 網膜障
害 の報告が散見 され る ． Co n w ay ら
29，は細菌性限内炎
に 対 し硝 子体切除術 を施行 し手術終 了時 に G M 40 0
ル g， セ フ ァ ゾリ ン 1 ．Om g， デ キ サ メ サ ゾ ン 0．3 2m g
を石肖子体内注入 し た 2例に お い て黄班 部の 浮腫お よ び
出血が生 じ ， 浮腫お よ び出血の 消退 後 に 蛍光眼底撮影
を施行 した と こ ろ ， 黄班 梗塞くm a cula rinfa r ctio nJが
観察 され た と 報告し ， こ の 原困 を G M に よ る も の と
推測 し た ． ま た M a cDo n ald ら30ユは過 っ て 過剰 の G M
く2例 に お い て 20，000声 g ， 1例 に お い て 40，000ノ上 glを


























く400声 gI19－を硝子 体内 に 投与 した 2症例 に お い て 網膜
の 出血 ， 浮腰 ， 混濁 お よ び蛍光眼底撮影 に よ り網膜血
管 の 閉塞が観察 され た と報告 した 一 こ の よう に 抗生剤
の 眼 内投与 は細菌性眼内炎の 治療 に 効果が ある反 乱
眼 内投与 され た抗生 剤 が眼内組織 を障害す る 可能性が
あ る ． 眼 内組織 を障害せ ず眼 内炎 を治 癒 させ る抗生剤
の 安全濃度 の決定 が必 須 で あ る ．
当教室 で は E RG を指標 と し て大野木 の ウサ ギ摘出
眼杯清流実験 用 お よ び 望月 ら の ウサ ギ 生体 眼硝子体内
注入法3 い詑Iに よ り G M の 網膜 へ の 毒性 を検討 し てき
た ． ウ サ ギ摘出眼杯濯流実験
12，に よ れ ば G M 濃度 23
JL glmlく50JL MI に よ る 湾流で は E R Gは変化せ ず，
46JJ glmlく1 0p Mンで は b波 お よ び O P振幅の 軽度減
少， 185声 gノmlく400ノ上 Mlで は b 波振幅の 著しい 減少，
O Pの 振幅の減少お よ び頂点薄暗の 延長， a 波およ び
Co ntr oIfeI10W eye
Fig．10． Effe cts of le n se cto my ．vitr e cto my u sing a nir rigatio n s olutio n c o ntaining
46JLglmlく100FL MJG M o nthe O Pin a mixed br e ed dog． A single fla sh of40
J w a s tlS ed． An a r ro windic ate sthe tim e whe nthe fla sh w a sgiv en． Am plifier
tim e co n sta nt w a s3 m s ec． For othe r recording pa r a m et rs s e ethe lege nd fo r
Fig． 8．
網膜電位 に お よ ぽ す眼内ゲ ン タ マ イ シ ン の 影響
c 波の振幅の 増大 お よ び頂点潜時の 軽度延長が観察 さ
れ ， G Mの 最小 作用 濃度くE R Gに 変化 を ほ と ん ど来 さ
ない 最高濃度と軽度 の 変化 を来 す最低濃度 と の 中間
働 は 35ノJ gノmlく約 75メイ 叩 と結論 され た ． ま た ウ サ
ギ生体眼硝子体内注 入法
31， に よ れ ば 78． 7月 g川 ． 1
mlくウサ ギ硝子体容積 を 1．7ml と仮定 し G M が均等
に硝子体中に 拡散 した と して 46月 gノml， 100月 Ml で
は E RG は変化 せ ず ， 157jL gノ0．1ml け サ ギ硝子 体容




































たと し て 92jLglml， 200JL Ml で は a 波， b波お よ び
O Pの 消失ま た は b 波お よ び OP の 振幅の減少お よ び
頂点潜時の 延長 ， 2 36声 gノ0．1ml け サ ギ硝子体容積 を
1．7ml と仮定 し G M が均等 に 硝子体中 に拡散 し たと
し て 139ノJ gノml， 300〆 MIで は 使用 した す べ て の ウサ
ギに お い て a 波 ， b 波お よび O P が消失 した ．
本編で は硝 子 体濯流液中の G M 濃度 を ウ サ ギ 摘出
眼杯潜流実験1 21 に したが っ て 23ル gノmlく50月 ML 4 6
JL glmlく10JL Ml お よ び 185JL gJmlく400FL Ml の 3群











Fig．11． Effe cts of le n s e cto my■ Vitre cto my u sing a nirrlgatio n solutio n c o ntain lng
46JL gノmlく100p MJ G M o nthe light ris ein a mix ed br eed dog． T he stim ulu s
inte n sity w a sl．OxlO
2 lux at the c o rn e a． D C a mplific atio n． Fo r othe r
r e c o rding pa ra m et r s s e ethelege nd fo rFig． 8．
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に 分類 し ， G M の網膜 へ の 毒性 を E R Gお よ び 高浸透
圧応答 を指標 と し て 検討 した ． 本編 の 成績よ り硝子体
濯流液中の GM 濃度 23JJ gノmlお よ び 46JL gノmlで は
ウサ ギ E RG は変化せ ずく図1 ， 2 ， 3 A B， 4A Bお よ
び図 5 A即 ， 185JL glml で はa 波 ， b 波お よ び O Pの
減弱 また は 消失， 頂点潜時の 延長が観察さ れ く図 3 C，
4 C ， 5 C， 6 お よび 図 7l， G M に よる 神経網膜の障
害が 示 唆さ れ た ． GM に は メ ラ ニ ン と の 親和性 が あ
り



















Fru ctm a ni
眼 内投与 で は R P Eの 障 害が 危倶 さ れ る ． D，a mico
ら
欝－
は 有色 ウ サ ギ に お い て G M の硝 子 体内注入
く200ル 250ノノ gノ0．1mりくウ サ ギ硝子 体容積 を 1．7mlと
仮 定 し G M が均 等 に 硝 子 体 中 に 拡散 し た と して
118 へ 14 7ノノ gノmり に よ り 内層網膜 は 正 常 で ある が
R P Eの 異常 と軽度の 視細胞外節の 異常 が観察された
と報告 した ． R P Eの 機能 を調べ る 目的 で イ ヌ に お い
て硝 子体潜流液中 G M 濃度 46JL gJ
，
mlく100p MJによ
り硝 子体 切 除術 を施行し た と こ ろ ， R P E の機能を反
Co ntr oI fel10 W eye
J 200 声V
l Omin
Fig．12． E ffe cts of le n s e cto my． vitr e cto my u sing a nirrigatio n solutio n c o ntaining
46JJ glmlく1 00p MI G M o n the hype r o s m ola rity re spo n s ein a mix ed bre ed dog．
A bla ck ho riz o ntal ba rindic ates a nintr a v e n o u sinje ction of Fru ctm a nit凰 at a
r ate of lO mlノkgJ115min ． D Ca mplific ation ． Fo r other r e c o rding pa r a m et rs
S eethe legend fo rFig． 8．
網膜電位 に お よ ぼ す 眼 内ゲ ン タ マ イ シ ン の 影響
映する明上昇 お よ び高浸透圧応答 に は対照眼と 比 べ 差
はなく 個1卜 図 用 ， ま た E R Ga 波 ， b波 ， S N Pお
よび O Pに お い て も対照眼と の 間に 羞 は な か っ た く図
8 付 図10お よ び図uH イ ヌ 2頭 に お い て 術後63 日お よ
び327 日まで 現実削． 以 上 本編の 成績 よ り硝 子体濯流液
中 G M濃度 46月 gノmlく100直叩 は主 に 視細胞の機能
を反映する a 波
34，
， 主に Mii11e r細胞 の 機能 を 反 映 す
るb波抑 お よ び S N Pく第I編
5，参 掛 ， 網膜内の 後 シ ナ
プス の 神経細胞の 機能 を反映す る O P
3 6，
， R P Eの 機能
を反映する明上 昇
調 お よ び 高浸透圧応答8トI l一に は影響
を与えない こと が 判明 し た ．
ER G は網膜神経節細胞 の 電気活動 を反 映 しな い し，
また現時点で は網膜神経節細胞の 電気活動 を E R G 上



































S u r9e ry
2 1 4 2 63
Tim e after surgeryくday可
Fig．13． C ha nge s ofthe pe aktim e s and am plitu－
des of the a－ W a V eくEjl， b－ W a Ve く1．0 1ux ， ム 1，
S N Pく1．OxlO lu x， 忌り， O Pく02， 0こ 03，回 ニ 0も
0 いight ris eく出1， hy pe ro s m ola rity r e spo n s－
e りり by len s e cto my ． vitr e cto my u sing a n
irrigation s olutio n c o ntaining 46JL glml uOO
PMIG M in tw o mix ed bre ed dogs． T he s olid
anddotted lin e sindic ate tw odogs．
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の 電気活動 を間接的 に知 る こ とが で き る視覚誘発電位
の 検討 は行わ れ て い な い が ， 硝子 体潜流液中 G M 濃
度 46ノノ gノml に よ り 硝子 体切除術 を行 っ たイ ヌ 眼 を術
後63 日に 組織学的く光顕jに 検索し たと こ ろ ， 神経線維
層 を含む網膜全層に 異常 は観察さ れ な か っ た く図1軋
また D
，
a mic o ら
33I
は G M 500JLgJ
Io．1mlくウ サ ギ硝子
体 を 1．7ml と 仮定 し G M が 均等 に硝子 体中 に 拡散 し
たと して 294〆 gノml の 濃度 ま で 内層網膜に は電顕的
に 異常 を認め て い な い く有色 ウ サ ギト 当教室の 望月
ら
31，は G M 78．7JL gノ0．1mlく46JJ gJml， 100JL MI有肖子
体内注入後30 日で視覚誘発電位 に は 被験眼 と対照 眼と
の 間 で 差は み られ な か っ た と報告 した 掃色 ウサ 判 ．
正 常眼 で は後部硝 子体剥離 は発生し て お らず硝子体
切除術 に 際 し可能な限り網膜直前の 硝子 体切除 を試み
て も 硝子 体は網膜表面に 残存す る39I． こ の 残存硝 子体
が G M の 網 膜 へ の 拡 散 を 妨 げ る 可能性 が あ る ．
Peym a nら
4 0，は horser adish pe ro xida seくH R P， 分子
量約40，000川肖子体内注入後15分で H R Pは R P Eの 密
着結合くtightju n ctio nJに ま で 達 して い た と報告 し た ．
G M 分子 量 は約463で あ り ， G M の 硝子 体中で の 拡散
は H R P よ り遅 く な い と考 えら れ ， 硝子 体切除術中 に
G M は網膜 に ま で達 して い る と推測さ れ る ．
Peym a nら
411は ウ サ ギ に お い て G M 25JL glml を溶
解 した硝 子体湾流液 に よ り硝子 体切 除術 を施行 した と
こ ろ組織学的に 異常が観察 さ れ ， 硝子 体潜流液 中の
G M が網膜 に 毒性 を来さ な い 濃度 は 8メイ gノml であ る
と報告 した ． こ の 報告は本編の 成績で あ る 46月 gノr山
お よ び ウサ ギ摘出眼杯潜流実験t 21の 23ノノgノml と矛盾
．， 融 恥 必 勝
Fig．14． Light micr ograph of the r etin a of a
mix ed br eed dog 63 days after le n s e cto my ．
vitr e cto my with an ir rigatio n s olution contaT
ining 46FL gノmi く100JL MI GM ． Hem atoxylin－
e o sin stain s． M agnific ation ， X200． G C L，
ga nglio n c ell layeril N L， in n er n u cle a rlayerニ
O N L， O ute r n u Cle a rlaye rニ R P E， retin al
plgm e nt epitheliu m ． Fo r e xpla n atio n se ethe
te xt．
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し て い る よう に み える ． しか し Peym a nら
相 が 用 い た
湾流液 は生理食塩水で あ る ． 一 方 ， 濯流液 は本編で は
網膜機能 の 維持 に 必 須で あ る と い わ れ る H C O言拙 刷 を
含 む オ ペ ガ ー ド M A診 で あ り ， 当教室の ウ サ ギ摘出眼
杯湾流実験12I で は網膜機能維持 に 非常 に す ぐれ た 長山
第工工液 咽 で ある ． 生理 食塩水 に よ る硝 子 体湾流は板木
ら
42I
， 河野 ら娼1， Negi ら 叫 ， 大庭 ら
46，に よれ ば E R G を
消失させ ， ま た オ ペ ガ ー ド M A砂に 比 して 強い 組織障
害を引き起 こ す とい う ． Peym a nら
4 11
と本 編お よ び 大
野 木121の成績 と の不 一 致 は用 い た 濯流液の遠 い に よ る
可能性が大 き い ．
当教室 で の ウ サ ギ摘出眼杯濯流実験1 幻， ウ サ ギ 生体
眼硝子体内注 入法
3潤 お よ び 本編 で の 成績 を勘案す れ
ば GM 濃度 23JLglmlく漂流液中ま た は硝 子体内注入
後均等に 拡散 した と きの 硝子 体中の G M壊度1は急性
で も 慢性 く術後14 日旬 327別 で も ウサ ギ E R Gお よ び
イ ヌ E R G と高浸透圧応答 に は 影響 を与 えな い こ と が
判明 した ，
こ こ で 眼 内に お け る G M の 許 容演度 に 関 す る 報告
お よび 眼内炎の症例 で G M を使用 し奏功 し た と い う
報告 を まと め る ． G M の眼内投与量に 関 し現在 まで 以
下の よ う な 報告がある ． Peym an ら は G M の硝子 体
内注入量 を ウサ ギ1乃 お よび ヨ ザ ル 4れ に お い て検 討 し ，
臨床上 人限 にお け る 許容注入量 と して 400メ gノ0．1ml
く人限硝子体容積 を 4 ml とし て石肖子 体内に 均等 に 拡散
し た と き 100JLglmlJ を推奨 し ， また こ の G M 注入 量
は眼内炎の治療に も 有効 であ っ た と報告 した 19I． 一 方 ，
Za cha ry ら
4の
， Fo rste r ら
251は Peym a nら
19Iが 推奨 す
る G M 濃度 を ウサ ギ に お い て 追試 し た と こ ろ組織学
的 に 網膜 に 異常 を観察 し ， G M lO OJLgJIo．1mlく人 眼硝
子体容積 を 4 ml と して硝子 体内 に 均等 に 拡散 し た と
し て 25ノJ gノmりが 眼内組織 に 影響を与えず， ま た臨床
例 にお い て も 有効で あ っ た と報告 した ． D，a mic o ら331
は有色 ウサ ギ に お い て G M 200JL gJO．1mlくウ サ ギ硝
子体 を 1． 7ml と仮定 し G M が均等 に 硝子 体中に 拡散
し た と して 118ノノ gノml， 254〆 Mlの 硝子 体内注入 に よ
り視細胞お よ び R P Eに 電顕的 に 僅か の 変化 を観察 し
た ． 本邦で は術後眼内炎の 治療 と し て ， 井上 ら267は
G M 20JL glmlく約 43JL Ml と セ フ ァ ロ リ ジ ン 50JL gl
ml， 花房ら
2 71は G M 80JL glmlく約 173JL MJ と セ フ ァ
ロ テ ン 400pgIml， 三 嶋 ら
4 91 は G M 1 20FL glmlく約
260ノ上MI を硝子 体潜流液中 に 溶解 し硝 子体切除術 を
施行 し良好 な成績 を得た と報告 した ． 以上 の よ う に 動
物実験 に お い て G M の 許容濃度 に 不 一 致が み ら れ ，
ま た臨床 にお い て も様々 の G M 濃度 が使用 さ れ て お
り ， 眼 内組織 に 影響 を与 え な い G M の 安全 な 眼 内投
与量 に 閲 し必ず し も 定見 に 到達 し て い る わ け ではな
い － 本編 に お い て得 られ た E R G お よ び高浸透圧応
答 に 影響 を与 え な い G M 濃度 23JL glml は 諜報





25， の 推奨す る G M 濃度 と ほぼ 叫 致す
る ． 細菌性 眼 内炎の起炎菌の う ち と く に 重要な細菌と
して Staphylo c o c c u s epid r midis ， Staphylo co cc us
a u r e u sお よ び Pse udo m o n a s a e r ugin o s aが 挙げられ
る t こ れ らの 細 菌に 対す る G M の最小発育阻止濃度
くminim um inhibito ry c o n c e ntratio n， M ICIくFL gノ






G M 濃度 23JL gノml はこ れ らの 細菌の M ICを十分凌
駕 して お り細菌性眼内炎の治療 に 際 し安全か つ 有効な
抗菌力 を期待 で き る ．
細 菌性眼内炎で は 硝子 体切除術 と同時 に水晶体を除
去 した り ， ま た 白内障術後で す で に 無水晶体眼である
場合が多い ． した が っ て 眼内 に 投与さ れ た抗生剤は角
膜内皮 に 直接接触 し ， 角膜内皮障害 を起 こ す可能性が
ある ． 赤木 ら521 は ウ サ ギ 強角膜組織片 を 4 日間 GM
l Op glml， 100JL glml お よ び 1000p glml を含む培養
液中で培養 した と こ ろ ， GM 濃度 10JL glml で は光顕
的 に も 電顕的 に も角膜内皮の 異常 は観察 さ れ ず， 100
JJ gJ
I
ml で は角膜内皮細胞 の 波状化 ， 緻密体くdense
bodyl の 出現お よ び 1000JL gノml で は角膜内皮の内皮
細胞の 重層化 ， 多数 の 緻密体 の 出現 ， 微小 フィ ラ メン
ト くmic r ofila m entl， 核 の変性が み られ たと 報告した．
本編の 成績 よ り得 ら れ た E RG お よ び高浸透圧応答に
影響 し な い G M濃度 23声 gノmlは 角膜内皮の 組織学的
異常 を来 さ ない G M 濃度く10月 gノm り の 約2倍である
が ， 角膜 内皮 と G M の接触時間 は硝子 体切除術後の
G M の ク リ ア ラン ス く硝 子体内の 半減期は約12時間
幻
り
を考慮 す る と赤木 ら
52Iの 実験 に 比 べ は る か に 短時間で
あ る こ と か ら角膜内皮へ の 影響 は ほ と ん どな い と推測
され る ．
G M の 許容濃度 を求 め る実験 は ほ と ん ど正常限にお
い て施行 さ れ た も の で あ る ． 病限 の 多く で は すで に後
部右肖子 体剥離が 発 生 し て い る の で ， G M の 網膜毒性さご
よ び硝子 体切除術 の 侵襲 に 対 す る網膜 へ の シ ョ ッ クア
ブ ソ ー バ ー と し て の 硝子 体 の 働 き を あ ま り期待できな
い
． さ ら に 眼内炎に 陥 っ た眼 の 網膜 の 手術や薬剤に対
す る抵抗性 が弱 い で あろ う こ と は容易に 想像できる．
した が っ て 眼内に 投与さ れ る G M 濃度 は治療上有効
で か つ 最小 限に しな けれ ば な ら な い ． 本編の 成績より
得 ら れ た E R Gを障害 しな い 硝 子体濯流液中の G M濃
度 は諸報告1 7－1 9－2n－2 5－，2 714 1一 帖 4 9め な か でも低い 方に 属する演
度 で あ る が ， 前 述 の よ う に 眼科領域 で 重要 な細菌の
網膜電位 に お よ ぼ す 眼 内ゲ ン タ マ イ シ ン の 影響 407
M IC を凌駕し て お り ， ま た Fo rste rら
25I
， 井上 ら261の
報告よ り十分治療効果 が あ る濃度と判断 され る ，
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案すると ， 硝子 体切 除術 に 際 し て 硝 子 体濯流液中 に
G M を添加 する 場合 に は そ の 濃度 は 23jL gノmlく50JL
Mさに と どめる べ き で ある ．
結 論
G M を含有する 硝子 体濯流液 に よ り硝子 体切除術 を
施行し E R G お よ び高浸透圧応答 を網膜機能の 指標と
して硝子 体濯流液中の G M が網膜 に 与 え る 影響 を検
討し ， E R G およ び高浸透圧応答 に 影響 を与 えな い 硝
子体潜流液中の G M 濃度 を決定 した ． 白 色 ウ サ ギ1 1
乳 有色ウ サギ 3 羽お よ びイ ヌ 2頭 を用 い ， ウサ ギ で
は術後14日 まで く2羽 に お い て術後28 日 までJ イ ヌ で
は術後63 ま たは327日 ま で E R Gお よ び 高浸透 圧応答
くイヌ に お い ての みJ を 記録し た ．
1 ． 硝子体濯流液中 G M 濃度 23JL glmlく50JL MJ，
46JLglmlく1 00JL MJ は ウサ ギ E R Ga 波 ． b 波 ， O P
およ びイ ヌ E RG a 波 ， b 波 ， S N P， O P， 明上 昇 お よ
び高浸透圧応答 に 影響 を与え な か っ た ．
2 ． 硝子 体濯流液 中 G M 濃度 185ノノ gノmlく400
JLMlはウ サギ E R Ga 波， b波 ， O Pを術後14日ま で
に減弱また は消失させ た ．
3 ． 本編 の 実験結果 よ り E R Gお よ び高浸透圧応答
を指標とす るか ぎり硝子 体濯流液中 G M 濃度 46ノJ gノ
mlく100JL MJは神経網膜 の み な らず R P Eに も 影響 を
与えな い こ とが判明 し た ．
4 ． 本編の 実験結果 と当教室の 大野 木の ウ サギ摘出
眼杯湾流実験12－の 結果 を勘案す れ ば ， 硝子 体濯流液中
G M濃度 23声 gノmlく50両町 は急性 お よ び慢性 の 両相




， 終始御懇篤な る御指導 と御 校閲 を賜 り
ました恩師河崎 一 夫教授 に深甚の 謝意を捧げ ま す ． 御吸言 と
御教示を賜りま した白尾裕学 士に深謝い た し ま す ． ま た 本研




一 西村彰学士 に感謝 い た し ます ． 実験 器具製 作 に 御協
力下さっ た水野清澄技官 に感謝します ．
文 献
1rl Fo rste r， R■ K． こ Endophthalmitis． In T ． D．
Du ane 8E E
． A ． Jaege rくeds．J， Clin c al Ophth alm o－
log y， 1st ed． ， Vol． 4， Chapte r 24， pl－21， J． B．
Lip pin c ott， P hiladelphia， 1988．
2I Cunha － Va z， J． ニ T he blo od－ O Cular barrier s．
Su r v． Ophthalm ol． ， 23， 279－296く1979I．
3I Cu nha － Va 25， J． ニ Site a nd fu n ctio n of the
blo od．r etin al ba rie rs． 1n J． G． Cu nha－Va z くed．J，
T he Blo od－Retin al Ba rrier s， N A T Oadv a n c ed
Study in stitute s se rie s， Se ries A， 1st ed． ， No ． 32，
plOl－117， Plen u mPr e ss， Ne w Yo rk， 1980．
4I 三 国政吉 ， 大石 正 夫 ， 周田茂雄 ， 今井正 雄 ， 高橋
童子 IGe nta micin の 基礎 と臨床， 眼 科領域 に お け る応
札 Che m othe r ap y， 15， 437－445く1967I．
51 輪島良平 二 硝子 体手術 の 網膜 へ の 影響 に 関す る 研
究 ． I ． イ ヌ 網膜電図くelectroretin ogr a ml の 基礎的
研究 ， 網膜機能評価 の た めの 新 しい 実験 モ デ ル ． 十全
医会誌， 1 00， 352－372く19叩 ．
6I 輪島良平 二硝 子 体手術の 網膜 へ の 影響に 関す る研
究 ， 王1 ． 硝子 体 切除術の網膜 へ の 影響 ． 十全医会誌，
1 00， 373． 92く19911．
り Ba r z a， M ． ， Ba u m， J． 鹿 Ka ne， A ． こInhibitio n
Of a ntibiotic a ctivity in vitro by synthetic m ela n－
in
． Anti micr ob． Age nts C he mother． ， 10， 569－570
く197卵．
8I 河崎一 夫 ， 山本幸子 ， 米村大蔵二 網膜外層の 新機
能検査法 ． 日眼 会誌 ， 81， 1303－1312く19叩 ．
9I 向 茂雄三 高浸透圧負荷に 対 する網膜色素上皮 の
電気的応答 ． 日眼会誌 ， 89， 4 82－497く198引．
10I 米村大蔵 ． 向 茂雄 ， 藤井 茂
，
瀬 川安 則ニ ネ コ
と ウ サ ギ の 高浸透圧応答 に つ い て ． 眼 臨 ， 釧 ， 130
く1 986I．
11I S hir a o， Y ． 皮 Steinbe rg， R ． H ． こ M e cha nis m s
Of effe cts of s m all hy pe ro s m otic gr adients o nthe
Chick R P E－ In v est． Ophthalm ol． 8E V is u al Sci． ， 28，
2015－2025く19871．
12I 大 野 木 淳二 こIn vitr oE R Gに 対 する 抗生 剤 の 影
響 ， 1m 家 兎眼 に お け る ア ミ ノ グ リ コ シ ド系抗生剤の
検討． 十全 医会誌， 95， 49ト504く19861．
13I A br a m s， G． W ． ， Top ping， T． 鹿 M a che m e r，
R． ニ An im pr o v ed m ethod fo rpr a ctic e vitr e cto rny．
Arch． Ophthalm ol．， 96， 521－525く1 97軋
14I v o nSallm a n， L． ， M eye r， K ． 鹿 Di Gr a ndi，
J． ニ Expe rim e ntal study o n penicillin tr e atm ent of
e x oge n o u sinfe ctio n of vitre o u s． Ar ch． Ophthalrn 0－
1リ 32， 179－189く19441．
15I Leopold， I． 1I． こ Intra vitr e al penetr atio n of
pe nicillin a nd penicillin the r ap y of infections of
408
Vitr e o u s－ 4rch． Ophthalm ol．， 33， 211－21 6く19 45l－
1 6I So rsby， A ． 鹿 Unga r， J． 工htr a vitr e al inje cti．
O n Of penicillin， Study o n the le v els of c o n c e ntr a－
tio n re a ched a nd the r ape utic effic a cy． Br． J．
Ophtbalm ol． ， ま2， 857－864く1 94乳
17I Peym a n， G． A ． ， M ay ， D ． R ． ， Eric s o n， E． S．
盈 Apple， D ． ニIntr a o c ula rinje ctio n of ge nta micin ．
Ar ch
， Ophthalm ol． ， 92， 42－47く1974I．
18ナ M a che m e r， R． ， Bu ettn e r， H． 8c No rton ， E ．
W ． D． ニ Vitr e cto my， A pa rs pla na ap pro a ch．
Tr a n s． Am ． Ac ad． Ophthalm ol． Oto－1a ryngol． ， 7 5，
別3－820く197り，
191 Peym a n， G． A ． ， Va stin e， D ． W ． ， Cr o u ch， E．
R ． 良 He rbst， R． W ． Jr． ニ Clin c al u s e of intr a vitr－
e al a ntibioticsto tr e at ba cte rial e ndophthalmitis．
Tra n s． A m ． Ac ad． Ophthalm ol． Oto－1a ryngol． ， 78，
862－875く197叶
201 Peym a n， G． A ． ， Ca r r oll， C ． P． 及 Raicha nd，
M ． こ Prev e ntio n a nd m a n age m e nt of tr a u m atic
e ndophthalmitis． Ophthalm ology， 87， 320－324
く19801．
21J Eiche nba u m， D． M ． ， Jaffe， N ． S． ， Claym a n，
H ． M ． 鹿 Ligh t， D． S． ニ Pa r spla n a vitr e cto my a s
a prim a ry tr e atm e nt fo r a c ute ba cte rial e ndopht．
halmitis． Am ． J． Ophthalm ol． ， 86， 167－171く1 9781．
22I Ve rbr a eke n， H ． ， Ka r em e r a， A ． 鹿 Rys s ela e re，
M ． ニ Endophthalmitis a nd pa rs plan a Vitie ctom y．
Bu11． So c． Belge Ophthalm ol． ， 22 3－II， 33－39く1 9871．
23I Dia m o nd， J． G． ニIntra o c ula r m a n age m e nt of
e ndophthalmitis． Arch． Ophthalm ol． ， 99， 96
－99
く198い．
24I IJu nd， 0． E． 鹿 Ka mp， A ． こ V itr ekto mie bei
Endophthalmitis． K lin． M o n atsbl． Auge nheilk d． ，
18 2， 30－35く1 9831．
25I Forste r， R． K． ， A b bott， R ． I． ． 鹿 Gelender，
H ． 三 M a n age m e nt of infe ctio u s e ndophthalmitis．
Ophthalm olog y， 87， 313－ 19く19801．
26ナ 井上 幸次 ， 松 本聖 子 一 斉藤 喜博 ． 西 川 寮清 ， 田 野
保雄 ， 真鍋礼 三 こ 術後限 内炎に 対す る 硝子 体切除術 ．
眼 紀 ， 34， 536t542く1983I．
27I 花房 晶 ． 臼 井正彦 一 宮沢 文明 ． 村松隆次 ． 岩下
正 美 ， 鈴 村 弘 隆 二 術 後眼内炎 に 対 す る Ope n－Sky
vitr ecto my と抗生物質溶液 に よ る硝 子 体置換 ． あ た
ら し い 眼科 ， 1， 717－722く19841．
281 Jac obs， D ． R ． 鹿 Cohe n， H ． B． こ T he in fla －
m m atory role of e ndoto xin in r abbit， Gr a m． n ega －
tiv eba cterial endophthalmitis． Inv e st． Ophthalmol．
8t V is u al Sci． ， 25， 1074－10 79く1 9841．
29I Co n w ay， B ． P． 鹿 Ca mpo chia ro ， P． A． こ
M a c ula rinfa r ctio n after e ndophthalmitis tre ated
With vitr e cto my a nd intr a vitr e al ge ntamicin
．
Ar ch． Ophthalm ol． ， 104， 367－371く19861．
301 M cDo n ald， H ． R ． ， Schatz， H ． ， Allen， A． W ．，
C he now．etb， R． G． ， Cobe n， m 臥， Cr a w血 d， J．
B． ， K lein ， R ． ， M ay， D ． R． 鹿 Snide r， J． D． IIIこ
Retin alto xicity s eco nda ry to intr a o c ula rge nta mit
Cin inje ctio n． Ophthalm olog y， 93， 871－877く1986L
31I 二望月清文 ， 鳥崎真人 ， 河 崎 一 夫， 米村大敵 網膜
に お よ ぼ す抗生物質の 影響 ， In viv o E RG に よる検
討 ， 硫 酸 ゲ ン タ マ イ シ ン ． 日 限会誌 ， 90， 1173－1178
く198即．
3 2I 米村大蔵， 河 崎 一 夫 ． 望 月 清文 ， 島崎真人二網膜
に お よ ぽ す 硫酸 ゲ ン タ マ イ シ ン の 影響
，
家 兎 in vivo
E R Gに よる 検討 ． 日限 会誌 ， 89， 1039－1045く198引．
3 3I D
，
a mic o， D ． J． ， Libe rt， J． ， Ke nyo n， E． R． ，
Ha n nin e n， L． A ． 鹿 Ca spe r s－ Velu ， L． こ Retinal
to xicity of intr a vitr e al ge nta micin ， An ele ctron
mic r o s c opic study． In v e st． Ophthalm ol． 8z Visual
Sci． ， 25， 564－572く1 984ナ．
34I Bro wn ， K ． T． 鹿 W ie sel， T． N ． ニ Lo c aliz ation
Of o rigin s of ele ctr o retin ogr a m com ponents by
intr a r etin al re c o rding in the inta ct c at eye． J．
Physiol． ， 158， 257－280く19611．
35I M ille r， R ． F． 鹿 Do wling， J． E ． こIntr a cellul－
a r re spo n s e s ofthe Mtillerくglial c ells of Mudpu．
p p y retin a， T heir r elatio n to b－W aVe Of the
ele ctroretinogram ． J． Ne urophysiol． ， 33， 323－ 41
く19701．
36I Yo n e m u r a， D． 及 Ka w a s aki， K． ニ New
ap pr o a che s to ophthalmic ele ctr odiagn osis bv
r etin al o s cillato ry pote ntial， dr ug－indu c ed respons
－
e s fr o m r etin al pigm e nt epitheliu m a nd co ne
pote ntial． Do c． Ophthalm ol． ， 48， 163－2 2 u979I．
37I Griff， E ． R ． 皮 Steinbe rg， R． H ． ニ Origin of
the light peak， In vitr o study of Gekko gekko．JI
P hysiolり 331， 637－652く19821．
3 8I Lin se n m eie r， R ． A． 鹿 Steinbe rg， R． H． ニA
light－e V Oked inter a ctio n of apI C al a nd basal
m e mbr a n e s of retin al pigm e nt epitheliu m， C
．w ave
a nd light pe ak． J． Ne u r ophysiol． ， 50， 136
－147
く1 98 31．















喝 網膜電位 に お よ ぼす 限内ゲ ン タ マ イ シ ン の 影響
真一 郎， 塚 原 勇 二 硝子 体の 組織学的研乳 第 1報
硝子体切除後 の 残存硝 子 体の 証 明 ． 日 限 会誌 ， 87，
247－252く19831．
401 Peym a n， G． A ． ， Spitz n a s， M ． 盈 Str a ats m a，
B． R． ニ Pe r o xidas ediffu sio n in the no r m al a nd
photoco agulated r etina ■ In v e st． Ophthalm ol． ， 10，
18ト189く197い．
瑚 Peym a n， G． A ． ， Paqu e， J． T． ， M eis els， H ． I．
鹿 Ben n ett， T－ 0． ニ Po stope r ative e ndophthalmitis．
A c o mpa riso n of m ethods fo r tre atm e nt a nd
pr ophyla xis with ge ntamicin ． Ophthalmic Su rg． ，
6， 45． 5く19751．
42J 横木 昭 ， 本 田 孔 士 ， 河野 真 一 郎 二 眼 内人 工濯流
液に およ ぽす 影響 ． 眼紀 ， 31， 1452－1459く1980ユ．
431 河野 真 一 郎 ， 本田 孔 士 ， 根 木 昭 こ 硝子 体腔環境
変化の 網膜機能 に 及 ぼ す 影響に 関す る研究 ， 工V ． 生理
食塩水， BS S， S－M A2 の 家兎限 盃 E RG に お よ ぼす 影
響． 日限会誌， 錮 ， 17 77－1780く19 801，
瑚 Negi， A． ， Ho nda ， Y． 及 Ea w a n o， S． ニ
lmporta n c e of bic a rbo n ate io n in the vitr－e o u s
SPaC e． Arch． Ophthalm ol． ， 100， 1839－1843く1982I．
瑚 長山理 三 郎 二 摘 出家兎網膜 E RG の 実験的研究 ，
第1報 摘出家兎網膜 か ら の E R Gの 誘 導 ． 日 限会
誌， 73， 1900－1908く1969J．
叫 大 庭省三 ． 本 田孔士 こ限 盃 清流 に よ る網膜 の 形態
409
的変化 に つ い て ， 生理食塩水 ， 垂炭酸イ オ ン 含有液を
用 い て ． 眼 紀 ， 35， 883－888く19瑚 ．
471 Be n n ett， T． 0． 皮 Peym a m， G． A． こ To xicity
Of intra vitr e al amin oglyc o sidesin prim ate s． Ca n．
J． Ophthalm olり 9， 475．478く19瑚 ．
48J Za cha ry， I－ G ． 息 Fo r ster， R． R ． ニ Expe rim －
e ntal intr a vitr e al ge ntamicin ． Am ． J． Ophthalm ol．，
82， 604－611く1976ン．
49I 三 嶋 弘 ． 平 田寿雄 こ 術後眼 内炎． 日本の 眼 科，
55
， 100 ト1004く1984I．





福 井正 恵 こ 新し い ア ミ ノ 配 糖体抗 生物 質
K W－1062に 関す る 細菌学的評価 ． C he m other ap y，
25， 1828－1837く1977I．
5り 大 石 正 夫 ， 永井重夫 ． 大桃 明子 こ 眼 感染症 に 対 す
る H B Kの 基礎的 ． 臨床的検討 ． C he motherap y，
34， 665－670く198即．
52I 赤木 好男 ， 佐 々 木研 ニ ノ 森川 吼 糸井素 － ニ ゲ
ン タ マ イ シ ンくGe nta micin Sulfatelが培養角膜内皮細
胞 に お よ ぽ す 影響 に つ い て ， 組織学的研究 ． 眼紀 ，
32， 1306－1312く198い．
53ナ 輪島良平 ． 米村大 嵐 河崎 一 丸 鳥崎真人 望 月
清文 ニ ゲ ン タ マ イ シ ン の P ha rm a c okin etic sに 対 す る
硝子体切除の 影響 ． 限紀 ， 37， 513－51 7く198即．
E ffbcts of Vitre ous Surgery o nthe Retin a． くIIJE fects of Ge nta micin in a Vitrecto my
Solutio non the Retin a Ryohei W如im a， Departm ent of Ophthalm olog y， K an aZaWa Universlty





Key w ords gent amicin， endophthalmitis， Vitre ct omy， electrore tin ogram
A n o n－tO Xic c onc e n tr ation of ge ntamicin くGMlin anirrigation s olutio nforvitre ct o my w a s
Studied onthebasis of its effects on the electror etin ogr amくE RGJand the hy peros m olarity respo nse
如 m the rednalpigm ent epithelium くR P El． Eleve n albinorab bits， thre epigm entedrabbits and tw o
mixedbreed dogs w ereused． Vitre ct o myくinrab bitsJorle nsecto my plusvib
－
e C tO myくin dogsI w ere
perform ed in o ne ey of each anim al， u Sing an irTlgatio n solutio n which c ont ained GM at
COnC entra ions of 23 FJglmlく50 FI Ml， 4 6FL glmlり00iL MJor185 FLgknlく400p Ml． T he untrea ted
eye Se rv ed as c ontrol． T he a－ W aVe， b－ W aVe and osci11atory potentialくOPI w ere r e c orded before
Surgery and l， 7 and 1 4 daysく28days intw o rabbitsJafter，in the rab bits， and the a－ W a V e， b－ W aVe ，
OP， Slo w negadve pote ntialくSN Pl， 1ight rise and hyper osm olarity respo nse w ere re c orded before
Surgery and 7， 21， 42 and63daysく327 daysin o n edogJafter，in thedogs－ Neither vitre ct o myくin the
rabbitsJnor vitrecto my pluslense ctom yくin thedogsJwithanirrigatio n s olution c ontainingGM of 2 3
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iLdmlく50Fj MHonepigm e ntedrabbit，tW O al bin o rabbitsJ， Or46FLghnlくl00FL Mlくtw opigm ented
rab bits， five albin o rab bits， tW O dogsIsho w ed any deteriorationin the retinal elec由calresponses．
te stedin the rabbits and dogs ． T he a－ W a V e，b－ W aVe and OP eitherdiminished ordisappeared by1 4
days after s urgery wi thanirrigatio n solutio n co ntaining GM of 185jLglmlく400FL Ml in the albin o
rabbits． Thesefindingsindicatethat anirrigation s olution co ntaiming GM of 46 FL g舟1 く100
doesnot a蝕 ctthein ner retina and the R P E． Ourlaboratorypreviously reported thatthe rabbit in－
vitroE RG deteriorated wi thGM of46 FLghnlく100FL Mlbut re m ained u naff tcted wi thGM of23
FLghlく50 FL Ml． T he re sults ofthe pres entpaperin c onjun Ction withthose ofthepr evio us report
放om ourlaboratory indicatethatGM of2 3FLghnlく50 FL Mlin anintrao cularirrigation soludonis
n on－t O Xic tothe retin a and is recom m endedfor treatm ent ofbacteri ale ndoph thal mits．
